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██要約

金融機関向けマイナンバー関連業務の拡大により 
2019 年 2 月期以降は再成長に向かう

キャリアリンク <6070> は、BPO（業務プロセスの外部委託）関連事業部門を主軸とした総合人材サービス会

社。大量動員・早期立ち上げを必要とするプロジェクトの運用ノウハウに強みを持つ。官公庁向け案件での高い

実績を背景に、民間企業向け大型BPO案件の受注獲得を進めている。また、製造系人材サービスにも注力すべく、

2017 年 3月に会社分割によりキャリアリンクファクトリー (株 )を設立。2018 年 2月期より連結業績の開示

を開始した。

1. 2018 年 2 月期第 2 四半期累計業績は減収減益

2018 年 2月期第 2四半期累計（2017 年 3月 -8 月）の連結業績は、売上高で 8,718 百万円、営業利益で 335

百万円となり、前年同期の単独業績との比較では 8.1%減収、40.0%減益となった。また、期初会社計画との比

較でも売上高で 4.9%減、営業利益で 2.0%減と若干下回る結果となった。製造系人材サービス事業は食品加工

業者や大手家電メーカー向け等を中心に前年同期比 23.4% 増収と好調に推移したが、主力の BPO関連事業部

門で民間企業向け BPO大型プロジェクト案件の 1つで業務処理量が想定以上に縮小したことが響いた。また、

官公庁向けBPO案件もマイナンバー・臨時給付金関連業務がひと段落し減収要因となっている。

2. 2018 年 2 月期業績は減益見通しだが、下期以降は上向きに転じる

2018 年 2 月期通期の連結業績は売上高で前期比 3.2% 増の 19,056 百万円、経常利益で同 29.5% 減の 700 百

万円と期初計画を据え置いた。下期も特定の民間企業向け BPO大型プロジェクト案件や官公庁向けの減収傾向

が続くものの、BPO関連では金融機関向けのマイナンバー関連業務や電力サービス関連業務が伸びるほか、製

造系人材サービス事業も食品加工業者向けを中心に一段の成長が見込まれており、半期ベースでは下期から上向

きに転じる見通しとなっている。

3. 2020 年 2 月期に売上高 26,800 百万円、経常利益 1,430 百万円を目指す

同社グループは 3ヶ年中期経営計画で、最終年度となる 2020 年 2月期に売上高 26,800 百万円、経常利益 1,430

百万円を目標として掲げている。主力事業である BPO関連事業部門を 2017 年 2月期実績の 12,193 百万円か

ら 3年後に 18,600 百万円と 1.5 倍にするほか、製造系人材サービス事業も同様に 2,120 百万円から 4,500 百

万円と 2.1 倍に拡大していく。BPO関連事業部門では 2019 年 2月期以降、銀行預金口座のマイナンバー紐付

け運用が本格的に開始される見込みのため、現状、準備を進めている段階にある。また、製造系人材サービス事

業では営業エリアの拡大を進めていくと同時に、シニア層や外国人留学生をミックスしたチーム派遣を推進し、

売上を拡大していく戦略となっている。なお、同社グループではBPO関連事業部門の競争力強化につながる IT

系企業等のM&Aも検討している。

http://www.careerlink.co.jp/ir/
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要約

4. 株主還元策として、業績動向に応じた安定配当の継続と株主優待を実施

株主還元策として同社グループは、安定配当の継続と株主優待制度を導入しており、配当方針は業績動向に応じ

て安定的かつ着実な配当成長を目指していく考えを示している。2018 年 2月期の 1株当たり配当金は減益見込

みではあるが、前期比横ばいの 10.0 円（配当性向 26.8%）を予定している。また、株主優待としては、毎年 8

月末の株主に対して、保有株式数に応じてQUOカードを贈呈している（500 ～ 2,000 円相当）。

Key Points

・BPO関連事業部門が売上高の 6割強を占める総合人材サービス会社
・2018 年 2月期第 2四半期累計業績は民間BPO案件や官公庁向けの業務縮小が響き減収減益に
・BPO関連事業部門と製造系人材サービス事業を積極拡大し、2020 年 2月期に売上高 26,800 百
万円、経常利益 1,430 百万円を目指す

期 期 期 期 期 期（予）

（百万円）（百万円）

売上高と経常利益の推移

売上高（左軸） 経常利益（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成

http://www.careerlink.co.jp/ir/
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██事業概要

BPO 関連事業部門が売上高の 6 割強を占める総合人材サービス会社

同社グループは 1996 年に創業した人材派遣会社で、短期間での大量動員・業務立ち上げの運用ノウハウに強み

にBPO関連事業部門を中心に事業を拡大してきた。売上高構成を見ると、BPO関連のほかCRM関連、一般事

務の事務系人材サービス事業で売上高の 88.5%（2017 年 2月期実績）、製造系人材サービス事業で 11.5%を占

めている。製造系人材サービス事業については、2017 年 3月に会社分割により子会社のキャリアリンクファク

トリーを新たに設立し、事業展開している。

CRM関連事業部門や一般事務事業部門については BPO関連事業部門につなげていくためのフック役としての

位置付けとなっており、顧客先においてそれぞれ周辺業務を追加受注した場合には、BPO関連事業部門の売上

高として計上している。BPO関連事業部門の主力顧客は大手 BPOベンダーのほか大手 SIer 等となるが、顧客

から直接受注するケースもある。また、製造系人材サービス事業では食品加工業者向けで売上高の約 6割を占

めており、西日本エリアを中心に事業展開している。

事務系人材サービス事業

製造系人材サービス事業

事業別売上高構成比（ 期）

関連事業部門

関連事業部門

一般事務事業部門

製造系人材サービス事業

出所：決算短信よりフィスコ作成
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██業績動向

2018 年 2 月期第 2 四半期累計業績は、 
民間 BPO 案件や官公庁向けの業務縮小が響き減収減益に

1. 2018 年 2 月期第 2 四半期累計業績の概要

2018 年 2 月期第 2四半期累計の連結業績は、売上高で前年同期比 8.1% 減の 8,718 百万円、営業利益で同

40.0%減の 335 百万円、経常利益で同 40.3%減の 331 百万円、四半期純利益で同 38.9%減の 217 百万円となっ

た。内容としては、製造系人材サービス事業が食品加工業者向けを中心に前年同期比 23.4%増収と好調に推移

したものの、BPO関連事業部門を中心に事務系人材サービス事業が同 11.8%減収と落ち込んだことが減収減益

要因となった。

BPO関連事業部門では民間企業向け BPO大型プロジェクト案件の１つで、また、官公庁向けのマイナンバー、

臨時給付金関連の業務処理量が減少したが、これらを除いたベースでは増収増益だったと言える。また、期初会

社計画比では売上高で 4.9%、営業利益で 2.0%それぞれ下回ったが、これは民間企業向けBPO大型プロジェク

ト案件の１つで業務処理量の縮小が想定以上に進んだことが要因となっている。

2018 年 2 月期第 2 四半期累計業績

（単位：百万円）

17/2 期 2Q累計 18/2 期 2Q累計

実績 売上高比 期初計画 実績 売上高比 前年同期比 計画比

売上高 9,489 - 9,163 8,718 - -8.1% -4.9%

事務系人材サービス事業 8,501 89.6% 7,933 7,500 86.0% -11.8% -5.5%

BPO関連事業部門 6,485 68.3% 6,447 6,177 70.9% -4.7% -4.2%

CRM関連事業部門 1,393 14.7% 1,130 905 10.4% -35.0% -19.9%

一般事務事業部門 622 6.6% 355 417 4.8% -33.0% 17.5%

製造系人材サービス事業 987 10.4% 1,230 1,218 14.0% 23.4% -1.0%

売上原価 7,560 79.7% - 7,079 81.2% -6.4% -

販管費 1,369 14.4% - 1,303 15.0% -4.8% -

営業利益 558 5.9% 341 335 3.8% -40.0% -2.0%

経常利益 554 5.8% 336 331 3.8% -40.3% -1.6%

四半期純利益 355 3.7% 224 217 2.5% -38.9% -3.4%

期末従業員数（名） 736 - - 	 634 - -13.9% -

注：17/2 期は非連結決算
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

http://www.careerlink.co.jp/ir/
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業績動向

事業セグメント別の動向を見ると、事務系人材サービス事業の売上高は前年同期比 11.8% 減の 7,500 百万円、

営業利益は 308 百万円（前年同期は非開示）となった。売上高の内訳を見ると、主力のBPO関連事業部門は前

年同期比 4.7%減の 6,177 百万円となった。その主な要因は、民間企業向け BPO大型プロジェクト案件の１つ

での業務処理量の減少や自治体向けの売上減であるが、一方で、大手 BPOベンダーや SIer のほか、金融機関

等からの受注が拡大しており、顧客数に関しても順調に拡大しているようだ。

CRM関連事業部門の売上高は前年同期比 35.0%減の 905 百万円となった。テレマーケティング事業者向けの

地方案件の新規受注が増加したものの、首都圏のコールセンター業務が競争激化により低迷したほか、一部案件

についてはBPO関連事業部門に移行したことが減収要因となった。

一般事務事業部門の売上高は前年同期比 33.0%減の 417 百万円となった。官公庁や民間企業向けに新規受注を

獲得したが、一部案件がBPO関連事業部門に移行したことが減収要因となった。

製造系人材サービス事業の売上高は前年同期比 23.4% 増の 1,218 百万円、営業利益は 26百万円（前年同期比

は非開示）となった。工場等での慢性的な人材不足を背景に、食品加工業者や大手家電メーカー等からの受注が

拡大した一方、食品加工部門が新規参入業種であることから、営業利益率は 2.2%と全社平均よりも低くなって

いる。

なお、2017 年 8月末の従業員数は 2016 年 8月末比で 13.9%減の 634 名となった。主に、民間企業向けBPO

大型プロジェクト案件の売上減少等により変動的な現場常駐社員が減少したことに伴うもので、今後も受注状況

によって現場常駐社員は増減していくものと予想される。なお、2017 年 4月の新卒社員数は 39名（前年は 57

名）で、2018 年の新卒採用予定数は 30名となっている。

2018 年 2 月期は増収減益見通しだが、 
2019 年 2 月期以降は再成長に転じる見通し

2. 2018 年 2 月期の連結業績見通し

2018 年 2月期の連結業績は、売上高が前期比 3.2%増の 19,056 百万円、営業利益が同 29.1%減の 709 百万円、

経常利益が同 29.5%減の 700 百万円、当期純利益が同 27.2%減の 467 百万円といずれも期初計画を据え置い

ている。利益ベースでは 4期ぶりに減益に転じることとなる。第 2四半期までの進捗率は売上高で 45.8%、営

業利益で 47.3% と会社計画をやや下回っているものの、下期は BPO関連事業部門において金融機関向けや電

力サービス関連の業務拡大が見込まれるほか、製造系人材サービス事業も営業エリアの拡大等により、売上高が

さらに拡大する見通しとなっており、計画の達成を目指していく考えだ。

http://www.careerlink.co.jp/ir/
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業績動向

2018 年 2 月期業績見通し

（単位：百万円）

17/2 期（非連結） 18/2 期（連結）

実績 売上高比 前期比 上期実績 通期計画 前期比 2Q進捗率

売上高 18,459 100.0% 11.2% 8,718 19,056 3.2% 45.8%

事務系人材サービス事業 16,339 88.5% 9.1% 7,500 16,200 -0.9% 46.3%

BPO関連事業部門 12,193 66.1% 12.3% 6,177 12,900 5.8% 47.9%

CRM関連事業部門 2,903 15.7% -1.0% 905 2,800 -3.5% 32.3%

一般事務事業部門 1,242 6.7% 4.5% 417 500 -59.7% 83.4%

製造系人材サービス事業 2,120 11.5% 29.9% 1,218 2,600 22.6% 46.8%

営業利益 1,000 5.4% 4.3% 335 709 -29.1% 47.3%

経常利益 993 5.4% 5.2% 331 700 -29.5% 47.3%

当期純利益 642 3.5% 8.6% 217 467 -27.2% 46.6%

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

事業別の売上見通しでは、BPO関連事業部門が前期比 5.8% 増の 12,900 百万円を見込んでいる。第 2四半期

累計で減収要因となった民間企業向け BPO大型プロジェクトが、下期も上期比で緩やかに減少するが、金融機

関向けマイナンバー関連業務やその他既存案件等の売上増によりカバーしていく。

CRM関連事業部門は前期比 3.5%減の 2,800 百万円、一般事務事業部門は同 59.8% 減の 500 百万円を見込ん

でいる。CRM関連事業部門では引き続き九州エリア等の地方のテレマーケティング事業者向けの受注獲得を目

指していく。いずれも BPO関連事業部門への移行といった変動要因があるため、通期もその動向に左右される

と考えられる。

製造系人材サービス事業については前期比 22.6%増の 2,600 百万円となる見通し。シニア層や外国人留学生雇

用者などもミックスしたチーム派遣によるローコストオペレーション運用を差別化戦略として、人手不足が慢性

化している食品加工業者向けを中心に新規顧客の開拓並びに既存顧客の他事業所への展開を進めていく戦略だ。

営業エリアでは関西から四国、東海エリア、首都圏へと広げていく計画となっている。

██中期経営計画

BPO 関連事業部門と製造系人材サービス事業を積極拡大し、 
2020 年 2 月期に売上高 268 億円を目指す

同社グループは 3ヶ年の中期経営計画で、最終年度（2020 年 2月期）の業績目標値として、売上高で 26,800

百万円、営業利益で 1,440 百万円を目標として掲げている。3年間の年平均成長率では、売上高、営業利益とも

に年率 13%の成長を見込んでいる。規模の拡大に伴って間接費用の比率が下がるため、営業利益率は 6%程度

まで上昇する可能性があるが、今回は保守的に見て、まずは 2017 年 2月期並みの 5.4%の水準まで戻すことを

目標とした。
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中期経営計画

中期経営計画

（単位：百万円）

17/2 期実績 18/2 期計画 19/2 期計画 20/2 期計画
年平均成長率

（17/2 ～ 20/2）

売上高 18,459 19,056 22,300 26,800 13.2%

事務系人材サービス事業 16,339 16,200 18,700 22,200 10.6%

BPO関連事業部門 12,193 12,900 15,300 18,600 15.1%

CRM関連事業部門 2,903 2,800 2,900 3,000 1.1%

一般事務事業部門 1,242 500 500 600 -21.5%

製造系人材サービス事業 2,120 2,600 3,500 4,500 28.5%

営業利益 1,000 709 1,010 1,440 12.9%

( 売上高営業利益率） 5.4% 3.7% 4.5% 5.4% -

経常利益 993 700 1,000 1,430 12.9%

親会社株主に帰属する当期純利益 642 467 670 970 14.7%

注：17/2 期は非連結決算
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

中期経営計画達成に向けた営業戦略としては、主力の BPO関連事業部門の拡大に加えて製造系人材サービス事

業の育成にも注力していく方針となっている。BPO関連事業部門については、引き続き大型プロジェクト案件

の受注獲得に注力していく。大型プロジェクト案件では、大量の人員を短期間で採用し、業務の早期立ち上げが

求められるが、同社グループでは今まで蓄積してきた「チーム派遣」による運用ノウハウを強みとして、新規

受注の獲得を進めていく。特に、金融機関向けのマイナンバー関連業務については 2018 年以降、銀行の普通預

金口座との紐付作業が開始される見込みとなっている。既に証券業界向けではスタートしているが、2018 年以

降は、銀行向けでの需要も本格的に立ち上がり、BPO関連事業部門の売上をけん引していくものと予想される。

製造系人材サービス事業については食品加工業者向けを中心に、営業エリアの拡大も図りながら事業規模を拡大

して行く方針だ。

なお、BPO関連業務の競争力を強化するために、上流工程となるシステム開発分野へ事業領域を拡大すべく、

M&Aを前向きに検討している。ただ、現状は同社グループの条件に適う案件が見つかりにくく、今回の中期経

営計画にはその効果を織り込んでいない。

██株主還元策

業績動向に応じた安定配当の継続と株主優待を実施

株主還元策として同社グループでは、企業価値の増大を最優先にM&Aや IT 投資などに向けた内部留保資金を

蓄えつつ、配当金に関しては業績動向に応じて安定的かつ着実な配当成長を目指している。2018 年 2月期の業

績は減益見込みではあるものの、1株当たり配当金は前期比横ばいの 10.0 円（配当性向 26.8%）を予定している。

また、株主優待制度を導入しており、8月末の株主に対して保有株式数に応じてQUOカードを贈呈している（100

～ 200 株未満 500 円相当、200 ～ 500 株未満 1,000 円相当、500 株以上 2,000 円相当）。
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株主還元策

期 期 期 期 期（予）

株当たり配当金と配当性向

株当たり配当金（左軸） 配当性向（右軸）
（円） （ ）

注：2016 年 6月 1日に 1：2の株式分割を実施。16/2 期以前の配当金を遡及して修正している。
出所：決算短信よりフィスコ作成

株主優待内容

対象株主 8 月末の株主名簿に記載されている株主

優待内容

100-200 株未満 QUOカード   （500円相当）

200-500 株未満 QUOカード（1,000円相当）

500 株以上 QUOカード（2,000円相当）

送付時期 年 1回、10月下旬を予定

出所：会社資料よりフィスコ作成

██情報セキュリティ対策

社員の教育やセキュリティ管理を組織的かつ継続的に行う

同社グループは業務上、多くの個人情報や機密情報を扱っており、情報セキュリティに関しては、その重要性及

びリスクを十分に認識している。情報セキュリティ規程を整備するとともに、2010年 4月には ISO/IEC27001※

の認証を取得して、社員の教育やセキュリティ管理を組織的かつ継続的に行っている。

※	ISO/IEC27001 とは、情報セキュリティマネジメントシステムの国際規格（情報の保管方法、ウイルス対策、メール
の使用ガイドライン、障害発生時の行動計画等の要素で構成）を指す。
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